

















































Bga Aege - < -i形>と他の形
それとの対立において能動構造も存在する｡




(1) 語幹が子音で終わる動詞 (いわゆ る弱変化 動詞<-五段活用動詞>)
語幹+are-(ru) 例)sin-u-sin-are-ru(死ぬ)
※ i-u-i-ware-ru(言う)
(2) 語幹が母音で終わる動詞 (いわゆる強変化動詞<-上一段 ･下一段活
用動詞>)
語幹+rare-(ru) 例)sodate･rlLi-SOdate-rare-ru(育てる)















































































































(1) 日:有情物が-- 有情物に - ～れる,られる,
から



























(2) 日:非情物が- -一有情物によって - 〟-れる,られる



















(3) 日:有情物が- 非情物に- ～れる,られる


















(4) 日:非情物が- 非情物に- ～れる,られる


























































































































5) 直接対象の受身 ･相手対象の受身 ･所有主の受身 ･第三者の受身と四つにわけ
る際には,受身構文の主語にどんなものが来るのかを基準にした｡
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言語学研究会 1983『日本語文法 ･連語論 (驚料編)』(むぎ書房)















作品名 :日本の小説 『点と線』 『こころ』 『雪国』 『陰獣』
西国の小説 『高麗葬』 『脈』 『単独』 『kkum』 『ky6ulbam』 『d6t』
『doduk』
(東雅大学校日語日文学科専任講師)
